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令和５年度の主な出来事

１．令和５年台風第２号及び第７号等について
１－１．令和５年台風第２号 出水概要、事前放流、防災操作（洪水調節）の状況

１－２．令和５年台風第７号 出水概要、事前放流、防災操作（洪水調節）の状況

１－３．異常洪水時防災操作（未実施）

１－４．蓮ダム、長島ダムの事前放流

１－５．横山ダムのダム運用高度化（増電に資する取り組みについて）

２．小渋ダムバイパストンネルの災害復旧工事完了について

３．アニバーサリーイベント（新豊根ダム50周年）

４．長良川河口堰におけるアユふ化事業への協力
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１．令和５年台風第２及び第７号等について

○ 停滞する前線に向かって、台風第2号からの非常に湿った空気が流れ込み、前線の活動が活発となり、各地で

非常に激しい雨となった。

○ 静岡県・愛知県・三重県では、線状降水帯が発生し、一部地域で降り始めからの総降水量が500mmを超えた。

○ 特に豊川水系の流域では、線状降水帯による非常に激しい雨が長時間降り続き、石田雨量観測所においては

総雨量439mmを記録した。

【天気図】 【総降水量分布図】

（気象庁ウェブサイトより） 令和5年6月1日10:00～6月3日10:00までの累加雨量

令和5年6月1日21時 令和5年6月2日9時

令和5年6月2日21時 令和5年6月3日9時

豊川

石田雨量観測所

と よ が わ い し だ
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１－１．令和５年台風第２号 出水概要



※中部地整管内で、氾濫注意水位を超過した観測所のみ表記しております。
※本資料の最高水位は、10分ごとの観測値（速報値）です。
※数値等は現時点速報値であり、今後の精査等により変更する場合があります。

○ 管内の国管理河川では、狩野川水系黄瀬川、豊川水系豊川（放水路）及び庄内川水系庄内川で氾濫危険水位を超過し、

天竜川水系天竜川及び豊川水系豊川で避難判断水位を超過。

○ 管内のダムでは、天竜川水系、矢作川水系、庄内川水系、木曽川水系の８ダムで洪水調節を実施。

○ 水資源機構管理の味噌川ダムにおいては、特別防災操作を実施。

水系名 河川名 観測所名
今回

最高水位

6/2 14:40

4.82 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 15:10

4.35 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 16:20

5.56 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 18:20

6.96 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 14:40

4.24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 17:40

7.42 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 17:50

9.94 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 14:10

0.5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 22:50

2.55 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 14:30

3.03 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

鈴鹿川

氾濫
注意水位

出動水位
水防団

待機水位

3.30 5.00 5.20 5.50

9.20 10.40 11.60 12.20

2.50

2.80

6.403.40

勢田川 岡本

枇杷島

矢田川

土岐

犬山

多治見

佐奈川 西山橋

安楽川 川崎

瀬古

志段味

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画
高水位

5.90

3.20 3.70 5.30 5.60 6.78

5.71

0.10

2.50 2.60 2.90 3.20 3.40 3.52

1.60 2.00 2.40 2.70 3.20 3.27

0.50 0.50 1.00 1.70 5.64

櫛田川

宮川

8.50 8.90 9.085.60 6.30

今渡
4.00 5.50 7.30 11.10 11.50 12.09

庄内川

庄内川

2.40 3.00 4.00 4.50 4.70 6.39

木曽川 木曽川

7.50

4.60

5.80 14.22

4.60 5.20

【水位状況】

【ダムの洪水調節状況】（水資源機構管理ダム含む（紫書き））
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水系名 河川名 観測所名
今回

最高水位

6/2 20:50

4.94 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 18:50

5.23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 20:00

5.97 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/3 0:50

4.33 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 23:50

2.90 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/3 0:00

2.08 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 17:20

2.95 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 23:40

2.25 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 17:00

1.20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 16:20

1.85 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 18:00

14.56 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/3 0:00

4.58 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/3 00:40

3.31 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 16:30

6.97 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 22:40

6.93 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 23:00

9.74 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 15:50

4.26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 17:10

6.96 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6/2 18:30

9.31 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

菊川

安倍川

細島
1.30 1.70 2.20 2.70 3.30 4.99

当古
3.30

矢作川

4.90 6.00 7.50 9.90 10.30 10.87

5.90 6.80 7.22

5.10 6.20 7.10 7.62

0.70

15.60 16.20 20.20

4.00

氾濫
注意水位

4.00

出動水位

4.60

水防団
待機水位

3.00

3.70

3.00

2.00

11.00 12.50

1.80

2.20

5.00 7.00 7.60

1.00 2.70 3.40

1.60 4.41

1.40 2.00 3.30 3.60 4.81

8.45 8.45

4.80 5.40 7.20 7.60 7.84

3.90 4.20 6.18

矢作川 岩津

高橋

米津

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画
高水位

1.50

中ノ町

6.00

2.50 3.20 3.20 3.50 5.94

3.10 3.40 4.77

8.77

6.80 7.20 7.58

0.90 1.30 1.40

狩野川

3.00 3.80

1.50

5.20 6.10 8.10

4.82

黄瀬川

大場大場川

蛇ヶ橋来光川

徳倉

手越

天竜峡

石田

横地

4.90 6.40 7.80 8.50 10.89

牛淵川
2.10 2.30 2.30 2.70 4.06

狩野川

安倍川

加茂

大井川

4.003.403.002.40

本宿

大井川

菊川

天竜川

4.70

8.137.406.204.704.20

9.10 9.10 10.64

豊川

5.604.503.50
鹿島

9.70

市田

0.50
沢渡

天竜川

0.60 1.60 2.50

2.40

豊川

豊川
(放水路)

放水路第一

か の が わ き せ が わ

てんりゅうがわ

しょうないがわ

やはぎがわ

水系 ダム名 最大流入量 最大流入時の放流量 調整量

新豊根ダム 約897m3/s 約41m3/s 約856m3/s

小渋ダム 約733m3/s 約313m3/s 約420m3/s

美和ダム 約446m3/s 約310m3/s 約136m3/s

矢作川 矢作ダム 約1,441m3/s 約1,002m3/s 約439m3/s

庄内川 小里川ダム 約219m3/s 約68m3/s 約151m3/s

岩屋ダム 約312m3/s 約150m3/s 約162m3/s

阿木川ダム 約389m3/s 約118m3/s 約271m3/s

徳山ダム 約207m3/s 約99m3/s 約108m3/s

天竜川

木曽川

水系 ダム名 最大流入量 最大流入時の放流量 調整量
木曽川 味噌川ダム 約45m3/s （特別防災操作）　　　　約6m3/s 約39m3/s

【ダムの特別防災操作状況】（水資源機構管理ダム含む（紫書き））

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－１．令和５年台風第２号 出水概要



項目 ダム数

台風第２号において事前放流を実施したダム ２０ダム

台風第２号において既に事前放流の容量を
確保していたダム

３２ダム

天竜川

菊川

位 置 図

○中部地方整備局管内の２０ダム※１で事前放流を実施したことにより、約5,300万m3の容量を確保し、洪水に
備えた。

○事前放流を実施したダムに加え、中部地方整備局管内の３２ダムで、既に事前放流の容量を約20,300万m3

確保し、洪水に備えた。

太田川

区 分

治水等
多目的ダム※２

ダム数 ４

確保容量(万m3) ９５６

利水ダム
ダム数 １６

確保容量(万m3) ４，３０３

合計
ダム数 ２０

確保容量(万m3) ５，２５９

※1 ＜台風第２号において事前放流を実施したダム数＞

※本資料の数値は現時点速報値であり、今後の精査等により変更となる場合があります。

※2 治水等多目的ダム：直轄･水資源機構(特定施設)･補助ダム

※ 上記の２０ダムに加え、中部地方整備局管内の３２ダムで既
に事前放流の容量を確保（約20,300万m3）

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－１．令和５年台風第２号 事前放流の状況
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洪水調節開始流量：300㎥/s

○ 新豊根ダムにおいて、累計雨量約348mm、時間最大40.6mm/h（6月2日15:00）を記録し、最大流入量約897m3/sに対し、ダム地
点で最大約856m3/s（放流量約41m3/s）を貯留。

○ 新豊根ダム下流の浦川（うらかわ）水位観測所地点において、河川水位を最大約130cm低減させていたと想定。

※数値等は現時点速報値であり、今後の精査等により変更する場合があります。
参考：新豊根ダムパンフレットより

○新豊根ダムによる浦川地点における流
量低減効果は約850m3/s、水位低減効果
は約1.3mであった。

ダムなし水位：5.6m

→ ダムあり水位：4.3m

※2 水位は浦川地点のＨＱ式（R4年観測）より逆算した値

※1 流量の低減効果の算出方法は、浦川地点の実績流量に
ダム調節量分(Qin-Qout)を累計。

放流量
約41m3/s （6/2(金)15:20）

ピーク流入量
約897m3/s （6/2(金)15:20）

洪水調節量：約850m3/s

浦川地点

-4

-2

2

4

6

8

10

0

水位
(m)

計画高水位：7.06m

ダムなしの場合の水位：5.6m

水位低減効果
：約1.3m

ダムなし水位
ダムあり水位
計画高水位

ダムありの場合の水位：4.3m
浦川地点

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－１．令和５年台風第２号 防災操作（洪水調節）の状況
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時間最大 40.6mm/h
累計雨量 約348mm



○ 令和5年8月15日明け方に和歌山県潮岬付近に上陸した台風第7号は、台風本体やその周辺の暖かく湿った空気により、

大気の状態が非常に不安定となり、雷を伴って非常に激しい雨が降り続いた。

○ 三重県中南部を中心に、降り始めからの総降水量が多い所では約700mmとなり、平年の8月の月降水量を超えた。

○ 櫛田川水系では、非常に激しい雨が長時間降り続き、波瀬雨量観測所においては総雨量354mmを記録した。

【総降水量分布図】

令和5年8月12日04:00～8月16日9:00までの累加雨量

くし だ がわ

8月15日 9：00 実況天気図
出典：気象庁HP

8月15日 8：00 レーダー雨量
出典：川の防災情報

等雨量曲線図
8月14日0時～8月16日2時

8月15日 8：00気象衛星画像
出典：気象庁HP

は ぜ

雲出川

波瀬雨量観測所

櫛田川

宮川

くも ず がわ

くし だ がわ

みやがわ

しおのみさき

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－２．令和５年台風第７号 出水概要
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※中部地整管内で、氾濫注意水位を超過した観測所のみ表記し
ております。
※本資料の最高水位は、10分ごとの観測値（速報値）です。
※数値等は令和5年8月30日現在速報値であり、今後の精査等
により変更する場合があります。

○ 管内の国管理河川では、櫛田川水系櫛田川で氾濫危険水位を超過し、雲出川水系中村川・波瀬川及び宮川水系宮川で避

難判断水位を超過した。

○ 管内の国及び水資源機構が管理するダムの内、木曽川水系、櫛田川水系の４ダムで洪水調節を実施した。

【水位状況】

は ぜ が わくもずがわくしだがわ

【ダムの洪水調節状況】8月30日時点（水資源機構管理ダム含む（紫書き））

単位：ｍ

水系名 河川名 観測所名
今回

最高水位

8/16 0:20

1.85 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/16 5:50

4.23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/16 8:30

3.05 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/16 1:20

6.81 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/16 2:10

0.35 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/15 10:00

2.54 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/15 9:50
2.34 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/15 11:50
5.97 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/15 12:10

5.25 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/15 11:50

2.34 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8/15 13:10

7.56 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1.40 2.20

万石
2.50 4.00 5.00 5.80 6.40 7.09

木曽川

多度川

牧田川

根尾川

中村川

岡島
0.50 1.30 2.40 3.40 4.10 5.32

櫛田川 両郡
3.00 3.50 4.00 5.80 6.70 8.63

波瀬川 下川原橋
1.70 2.20 2.20 2.20 3.40 3.49

2.80 3.88

3.90 -

5.10 7.09

氾濫
注意水位

出動水位
水防団

待機水位

宮川 岩出

多度橋

佐奈川 西山橋

櫛田川 櫛田橋

島田橋

山口

揖斐川

烏江

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画
高水位

4.20 5.00 6.10 7.20 8.20 9.61

1.60 2.00

1.50 2.30 2.50 2.50

5.00 6.50 7.30 7.30 7.60 9.77

2.40 2.70 3.20 3.27

4.70

宮川

2.040.00 0.30 1.30 2.00

3.50 3.50

4.70

-0.40

雲出川

櫛田川
3.00 3.50

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－２．令和５年台風第７号 出水概要
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項目 ダム数

事前放流の容量を確保していたダム １８ダム

事前放流を実施したダム ５ダム

洪水調節を実施したダム ８ダム

位 置 図 ＜事前放流の容量を確保していたダム数
及び事前放流を実施したダム数＞

※本資料の数値は速報値であり、今後の精査等により変更となる場合があります。

※１ 治水等多目的ダム：直轄･水資源機構(特定施設)･補助ダム

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－２．令和５年台風第７号 事前放流の状況
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○ 台風第７号による大雨の影響により、蓮ダムでは最大流入量約918㎥/sを観測しましたが、防災操作（洪水調節）を実施しダムに洪水を貯留したことか
ら、下流へ流れる洪水の量を最大で約568㎥/s、流入量の約62％抑え、約350㎥/sに低減した。

○洪水調節容量1700万㎥に加え、事前放流を実施しダムの水位を5m低下することにより、さらに約300万㎥を確保し、計2000万㎥の容量を確保した。

※本資料の記載数値は「速報値」のため、後日一部訂正また追加をすることがあります。

令和5年8月 台風第7号における蓮ダムの防災操作状況　2023/8/12　3:00　から　2023/8/15 18:00　まで
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制限水位 299.00m
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貯水位

最大流入量 約918m3/s

(注1)この数値は速報として取り急ぎまとめたもので、後日一部訂正や追加をすることがあります。

放流量

ピーク時の
洪水調節量約568㎥/s

（約62％） 最高貯水位

▼304.78m

5m低下

洪水調節容量1,700万㎥に加え
事前放流を実施し

ダムの水位を5m低下することにより
約300万㎥を更に確保 全体で約750万㎥の水を貯留

事前放流 放流量

約350㎥/s

時間最大降雨量 53mm

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－２．令和５年台風第７号 防災操作（洪水調節）の状況
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１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－３．丸山ダム、矢作ダムの異常洪水時防災操作（未実施）

○台風第2号の際に、丸山ダム及び矢作ダムにおいて、異常洪水時防災操作開始水位（EL 186.3m）を越え、さらにサーチャージ
水位（EL 188.3m）を越える ことが予測されたため、異常洪水防災操作の実施のための実施前通知等を行った。

○最終的には、異常洪水時防災操作開始水位を越えない予測となったため、異常洪水時防災操作は実施しなかった。

10台風第２号における丸山ダムの防災操作状況

調節量
約1,821m3/s

事前放流開始
1日 14：00

事前放流終了
2日 3：29



１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－４．蓮ダム、長島ダムの事前放流

長島ダム
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8/12 4時40分
事前放流開始

8/12 21時20分
事前放流終了

予想累計雨量
500mm

○台風第7号の際に、長島ダムにおいて、8月10日9時時点のJWAアンサンブル予測上位で累計雨量500mmの予測となっていたため、基準降雨量
（358mm/48時間）を超過していない（8月10日9時時点のGSM-G 2mm）が放流を行い、出水に向けた容量の確保を行った。

○蓮ダムにおいて、事前放流下限水位まで水位低下を行っても異常洪水時防災操作を回避できない予測となり、さらなる事前放流の検討を行った。（最
終的には、降雨予測が小さくなり、さらなる事前放流は実施せず）
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最大時間雨量18mm

累計雨量
約190mm

累計雨量
約520mm最大時間雨量53mm

8/13 13時
放流量増終了



１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－５．横山ダムのダム運用高度化（増電に資する取り組みについて）（1/2）

発電に資する放流活用操作
の試行日時※

活用した量
(万m3)

増電量
（MWh)

備考

令和4年8月7日0時頃～8月
8日8時頃

約250 約350
（一般家庭約1300戸の
1ヶ月消費電力量相当）

洪水後の貯留水を活
用

令和4年9月20日23時頃～
9月22日1時頃

約120 約160
（一般家庭約600戸の1ヶ
月消費電力量相当）

洪水とならない出水を
活用

令和5年7月1日22時頃～7
月2日21時頃

約7.6 約8.8
（一般家庭約1000戸の1
日消費電力量相当）

洪水とならない出水を
活用

令和5年8月17日17時頃～
8月19日1時頃

約197 約230
（一般家庭約883戸の1ヶ
月消費電力量相当）

洪水後の貯留水を活
用

○横山ダムにおいては昨年度に引き続き、出水後等に発電に資する放流活用操作を実施し２年間で４回取り組み
を行った。

※開始時刻は発電に資する放流活用操作のためゲート放流を停止した時刻、終了時効は発電活用により
洪水期制限水位以下に水位が低下した時刻を記載 12
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○令和5年台風第7号に伴う出水において、令和5年8月17日17時頃から8月19日1時頃にかけて洪水後の貯留
水を活用した発電に資する放流活用操作を行い、通常の操作と比較して約197万m3の水を発電に有効利用
しました。

○これにより、約230MWhの増電※1となったと試算されます。
○これは、一般家庭約883戸が1ヶ月に消費する電力量※2に相当します。

※1 中部電力株式会社にて算出。
※2 一般家庭の１ヵ月の消費電力量を２６０kWhとして試算したもの。

発電放流量（増電）

約１９７万m3

試行運用水位
190.00m

洪水期制限水位
187.00m

発電放流管のみによる放流

１．令和５年台風第２及び第７号等について

１－５．横山ダムのダム運用高度化（増電に資する取り組みについて）（2/2）
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○小渋ダムにおいては、平成12年度より土砂バイパストンネル等を整備し、平成28年度に試験運用を開始。
○令和2年6/30 15：40から7/16 11:30までの約2週間（15日19時間50分）にわたり運用。
○この出水の後、トンネル水路インバート部、鋼製ライニング部の被災を確認。

分派堰：
洪水の一部をバイパストンネルへ導く。
管理用トンネル：
トンネル本孔へ行くための通路。
第３貯砂堰：

洪水時に流れ込む土砂のうち、粗い
土砂を捕捉。
呑口：

バイパストンネルに流れ込む水量の
調節。
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バイパス放流量

コンジットゲート放流量

ダム水位

分派堰水位

2020年

洪水流量 200m3/s

流量・水位

バイパス最大放流量
約202㎥／s

令和2年6/30 15：40から7/16 11:30
までの約2週間（15日19時間50分）
にわたり運用した。
トンネル内では、約500㎜程度の巨
石が確認されている。

被災状況

出水後、トンネルインバート部、
鋼製ライニング部の被災を確認

２．小渋ダムバイパストンネルの災害復旧工事完了について
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●インバートの増厚
現行45cm → 60cm（現行+15cm）

●コンクリート強度
50N/mm2 → 70N/mm2

充填コンクリートも70N/mm2

インバートコンクリート
充填コンクリート

鋼製ライニング部
（ステンレス鋼）の延伸

水路インバート部 吞口部鋼製ライニング部

■水路インバート部
• コンクリートは耐摩耗性の向上対策として高強度70N/mm2 を採用。
• インバート厚さは、４５cm → ６０ｃｍ 更にインバート下は岩着とした。

■呑口部
• 材質を普通鋼から、より耐摩耗性の高いステンレス鋼に変更した。
• 機能向上を目的とし、範囲延伸、変化点の抑制、材質の強化を図った。

令和5年2月時点 令和5年2月時点

令和2年7月時点 令和2年7月時点

○トンネル水路インバート部は、耐摩耗性向上方策としてコンクリート強度、インバート厚などを見直しして施工。
○呑口部の鋼製ライニング部においても、材質及び設置範囲を見直しすることにより、耐摩耗性を向上。

２．小渋ダムバイパストンネルの災害復旧工事完了について
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３．アニバーサリーイベント（新豊根ダム50周年）について
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４．長良川河口堰 アユふ化事業への協力

17

目 的：長良川中流でふ化した仔アユが海域まで降下する際の減耗を減らすため、海域に最も近い長良川河口堰
地点で仔アユをふ化させ、海域に直接放流

実施主体：長良川漁業対策協議会、長良川漁業協同組合

実施状況：平成17年度から実施。令和５年度で1９回目

省力化・効率化の取組：漁業者の高齢化・減少を踏まえ、アユふ化水路（シュロ活用型）に加えて、付着沈性卵用
ふ化装置を令和2年度に試行運用。試行の結果、令和3年度からは付着沈性卵ふ化装置で実施

【試行結果】・維持管理作業の負担軽減
・発眼率の向上（シュロ約70%→ふ化装置約80%）

●実施主体 ：
長良川漁業対策協議会
長良川漁業協同組合

●技術協力 ：
岐阜県里川振興課、岐阜県水産研究所

●施設･準備協力 ：
国土交通省木曽川下流河川事務所
水資源機構長良川河口堰管理所

アユふ化水路でのふ化
(令和2年度まで)

ふ化した仔アユの状況仔アユの発眼状況

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
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搬入された卵数（単位：万粒）

■ シュロ ■ ふ化装置

付着沈性卵用ふ化装置でのふ化
（令和3年度以降）

ふ化装置に収容された受精卵

◆ 令和５年度 実施内容

・付着沈性卵用ふ化装置によるアユふ化

→予定卵数 約9000万粒
→運用期間 10月18日～

アユふ化水路へのシュロの設置作業

アユふ化水路に設置されたシュロ 17


